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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入院・入室状況＞
【入院】
・山日　文様～東C5号室
・福井　暁惠様～東
【転出】
・黒澤　まゆみ様～東Bユニット→西Aユニット

＜患者様連絡事項＞
・高橋　桃子様～持参薬センノシドを8/29より当院処方へ切り替えとなる。

・鈴木　徳美様～痰鳴あり、小柳Drより吸引の指示あり。

・藤井　孝蔵様～採血結果よりCRP高値の為、本日夕よりアモキシシリンカプセル3日分処方となる。
・本田　未来様～金Drより服薬自己管理許可有り。

・篠　竜治様～三戸地方保健所職員、八戸保健所職員来院。スタッフより日常生活の聞
き取り行った後に、本人より聞き取り行っている。入院前の経過につい
て「薬は卒業したんです」と話しているが、保健所職員より服薬の必要
性は説明され了承している。退院後に松平病院へ受診となる事は理解し
ているが、松平病院受診前に一度自宅へ帰って冷蔵庫の中身などを掃除
したいと話している。退院後の動向については検討がある旨必要である
事説明し了承されている。

・小豆畑　裕介様～青森ダルク職員と面会行っている。入居の意向はあるが、神奈川県へ一度行かなければいけない（幻聴に左右され）と訴え有り。青森ダルクとしては本人の意向が固まったら受け入れは可能との事。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察中他者へ対する迷惑行為頻回でスタッフ介入にも自制出来ない為早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～20：00～6：00　時間隔離中。やや飲水ペース早く飲水量調整する等の介入要している。介入に対する不満言動、粗暴行為は無い。対面時多弁さ誇大妄想様言動持続。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。時折激しくドア蹴りし処遇への不満述べている。説明に対
し理解乏しく同様の行為を繰り返している。引き続き精神症状や身体症
状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・
観察を行っていく。

・泉山　昌康様～終日隔離中。自室にて概ね臥床し過ごしている。対面時の攻撃性、易怒性は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。9：00他患者のドア蹴りに反応し暴言、自傷行為見られ不穏時リスパダール内用液（1）1P与薬。10時身体拘束解除し観察開始。昼食後より他患者を威嚇、突き飛ばそうとする等の不穏さ有り、説明し再拘束している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・小原　哲哉様～殆ど自室で過ごしている。飲酒要求や身体不調の訴えはない。

・鈴木　徳美様～バイタルサイン特変ない。痰量多く吸引適宜実施している。嚥下不良から食事摂取困難あり、各食不食、服薬はとろみ茶で何とかできている。

＜小柳Dr診察情報＞
・上関　孝三様～退院支援開始指示あり。薬の自己管理困難や金銭的余裕がない背景を考慮しながら、家人やケアマネと相談して退院先検討していく。

[bookmark: _GoBack]・森山　鈴子様～退院支援開始指示あり。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和4年8月24日　12:44
　氏　　名：山日　文（やまび　ふみ）様
　生年月日：昭和9年12月20日　87歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Ｄｒ（サポート医：田名部Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　R3年夏頃までは交通機関を利用し買物へ行く事が出来ていた。R4年5月頃より同じことを何度も繰り返す、失禁が目立つようになり、R4.7.19におっとも脳神経クリニックを初診。薬物療法開始となるが以降も状態は悪化している。食事や水分も殆ど摂取出来ず、家族のことも認識出来ていない状況。同院より当センターを紹介され、本日当院初診。身体状態改善、環境調整目的にてR4.8.24 12:44東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。


